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神戸港中期計画（案）に対する市民意見募集手続の結果 

 

 

１．募集期間 

令和４年 10 月 20 日～令和４年 11 月 18 日 

 

２．意見件数 

８通 18 件 

 

３．意見の概要と神戸市の考え方 

※ご意見の内容は趣旨を損なわない程度に要約しています。 

 

（１）全般 ３件 

No. 意見の概要 意見に対する市の考え方 

全般 

１ 

神戸港は、コンテナだけでなく在

来、RORO 船貨物の取扱も多く、バラン

スの取れた港であることが特徴と言

えます。 

今後、神戸港に関わる方々が同じ方

向を向き、取扱増加に繋げ、活気のあ

る使いやすい港になることを希望し

ます。 

「港湾・産業」分野では、サプライ

チェーンの変容や船舶大型化等に伴

う寄港地の絞込み、世界的な脱炭素化

などの社会経済情勢の変化に対応す

るため、コンテナターミナルでは、一

体利用の促進や DX 等を通じた生産性

の向上とともに、RORO 貨物等をはじ

めとする在来貨物の機能強化に向け

た複合ターミナルの形成、カーボンニ

ュートラルの形成等に取り組み、「グ

ローバルサプライチェーンの中で、世

界から選ばれ続ける総合物流港」を目

指しています。 

今後とも国際港湾物流を取り巻く

環境の変化を注視しつつ、港湾業界な

どの関係者の意見を踏まえながら、取

り組みを進めていきます。 

２ 

サービス品質、機能面に対して積極

的に投資を行い、SDGs やカーボンニュ

ートラルなどの世界的なトレンドに

沿った高規格ターミナルやウォータ

ーフロントの形成を進めていくこと

で神戸港のプレゼンスが再び高まる

ことを期待しています。 

「にぎわい・都市」分野では、人口

の減少・流出や、都市間競争の激化、

大阪・関西万博をはじめとしたベイエ

リアの活性化など、社会情勢の変化に

対応するため、都心ウォーターフロン

トの再開発をはじめ、海路・空路を活
３ 

新港地区を始めとして、色々と再開

発が進められており期待しています。
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もともと、おしゃれな街・神戸として

の全国的な知名度はあるので、さらに

認知度を向上させ、発展させて頂きた

い。 

かしたまちづくり等に取り組み、みな

と神戸の魅力を高めることで交流人

口を誘発し、「非日常の空間を提供し、

国内外からの来訪者を魅了するみな

と」を目指しています。 

 

（２）「港湾・産業」分野 ８件 

No. 意見の概要 意見に対する市の考え方 

港湾物流機能の強化 

１ 

神戸港の特色である外航コンテナ

船のみならず、在来船、RORO 船の寄港

が多いことに基づき、コンテナ利活用

促進だけでなく在来船、RORO 船の利活

用促進も伸長させるべきと考えてい

ます。今後、神戸港において、コンテ

ナ船、RORO 船の複合ターミナルが高機

能化すればより神戸港活性化の可能

性は広がります。 

国際コンテナ戦略港湾施策を引き

続き推進するとともに、RORO 貨物をは

じめ、大型貨物や重量物等を取り扱う

多様な海上輸送モードの充実・複合タ

ーミナルの形成を図ることで、世界か

ら選ばれる総合物流港を目指してい

ます。 

２ 

容大品や重量貨物等の受け入れ、船

積みに際して重量容大品、大宗貨物に

対応出来る倉庫、及び機材を整える倉

庫荷捌き施設を複合ターミナルに設

ける事により、荷主・船社に対して多

角的なニーズや物流にワンストップ

サービスを提供し、オンドックで在来

船、RORO 船、コンテナ船に接続できる

様になります。 

この様な複合ターミナルは国内港

において他港には無く大きな差別化

を図り広域的に集荷力の強い総合物

流港として神戸港を今まで以上にス

ペックアップに寄与できる設備造り

が望ましいと思慮致します。 

３ 

摩耶ふ頭や新港東ふ頭地区の各倉

庫・上屋は築年数が相当古く、老朽化

により雨漏り、排水、給水などの不具

合が発生し、上屋としての機能を完全

に果たせていない状況です。 

港湾物流機能の維持・拡大の為に

は、老朽化した倉庫・上屋が集積する

エリアの再編による物流機能の高度

化、効率化が重要と考えています。 

この為、摩耶ふ頭などの古い港湾エ
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なんらかの再開発プランにより問

題を解決していただきたい。 

リアでは、再整備に向け、埋立による

新たな事業用地の確保などの検討を

進めていきます。 

４ 

摩耶ふ頭基部等の小規模でも構わ

ないので、早期事業化が見込めるエリ

アの埋立を積極的に推進していただ

きたい。 

５ 

現在埋め立て工事中の六甲アイラ

ンド南にできる新たなターミナルが

どれほど最新鋭の設備を備え、世界を

リードする先進的なターミナルとな

りうるのか、数十年先の話ではありま

すが、非常に楽しみにしています。 

六甲アイランド南では、世界的なサ

プライチェーンの変容や港湾物流の

動向などの社会経済情勢を踏まえ、世

界基準の新たなロジスティクスター

ミナルの形成について、検討を進めて

いきます。 

６ 

●18m 岸壁（大水深バース）の積極整

備 

神戸港が国際貿易港であり続ける

のであれば、-18m 以上の大水深バー

スをはじめとしたハード整備に遅れ

をとってはならないと考えます。 

また、浚渫土砂は港湾用地造成や神

戸空港の滑走路延伸にあて、港湾・空

港のハード面での強化を具体化すべ

きと考えます。 

国際コンテナ戦略港湾である神戸

港では、国・市・阪神国際港湾株式会

社と一体となって、高規格コンテナタ

ーミナルの整備を進めるとともに、ヤ

ードの拡張や複数ユーザーによる一

体的利用など既存ストックを活用し

たターミナルの生産性向上に取り組

んでいるところです。 

-18ｍ以上の大水深バースについて

は、今後の大型コンテナ船の就航状況

や、国際物流の動向を注視していきま

す。 

港湾物流 DX の推進 

７ 
市民や子供が海運事業を体験でき

る場所を作ってはどうか。 

将来の港湾事業を支える人材育成

については、市内の小学生を対象とし

た港湾施設の見学や乗船体験、若手港

湾人材の育成では、港湾短大や港湾技

能研修センターによる港湾技能の向

上に取り組んでいます。 

今後も引続きこのような取り組み

を進めていきます。 

８ 

港湾の仕事が学べる学科の創設、小

中高生が港湾事業に触れられる機会

を増やしてはどうか。 
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（３）「にぎわい・都市」分野 ６件 

No. 意見の概要 意見に対する市の考え方 

都心・ウォーターフロント 

１ 

●京橋ランプの再整備具体化 

路外 PA 整備を含めて、新港地区の

魅力向上に資する再整備計画を策定

すべきと考えます。現状の新港再開発

の効果は限定的であり、人の流れを変

えるため、大がかりな地区再編を希望

します。 

都心・ウォーターフロントでは、現

在、新港突堤西地区から中突堤周辺地

区に至るエリアを中心に再開発を進

めています。 

今後も引き続き、民間活力を導入し

た再開発を推進するとともに、京橋地

区では、阪神高速３号神戸線の大規模

事業に合わせ、埋立などによる再開発

を進めていきます。 

なお、高浜岸壁から新港突堤西地区

を対象とする「神戸ウォーターフロン

トビジョン（策定中）」においても、京

橋地区は、新たなモビリティなど様々

な交通モードと遊歩道が繋がる空間

の形成を目指しています。 

海路・空路を活かしたまちづくり・誘客 

２ 

2030 年の神戸空港への国際線就航

や、円安等の外部要因により、さらな

るインバウンド需要の取り込みが見

込まれることから、時流に合ったニー

ズを積極的に取り込むことも重要と

考えます。 

神戸空港では、国際化をはじめと

する機能強化に取り組む神戸空港

と、関西国際空港との玄関口となる

海上アクセスターミナルとを結ぶエ

リアを中心に、神戸空港島全体のグ

ランドデザインの策定が必要と考え

ており、今後、商業施設やホテルを

はじめ賑わい施設など、様々な可能

性を幅広く検討し将来像を描いてい

きます。 

また、ウォーターフロントとの連

携やフライ＆クルーズなど、国内外

からの旅客需要の増加に資する取り

組みを進め、賑わいの向上を検討し

ていきます。 

さらに、神戸空港から市街地へ至

る交通ネットワークの強化は重要で

あると考えており今後、必要な検討

は進めていきます。 

３ 

●神戸空港島の賑わい向上策 

国際化が予定されている神戸空港

の商業機能強化策を具体化し、空港島

の賑わい向上策を盛り込むべきと考

えます。 

４ 

●神戸空港から三宮・新神戸に至る鉄

軌道の整備 

今後の空港活用のため、ポートライ

ナーよりも運転速度が速く大量輸送

が可能な新たな鉄軌道を整備し、新神

戸もしくは三宮付近で阪神/阪急の乗

り入れを計画すべきと考えます。 
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５ 

●ポートアイランド内のバイパス道

路整備 

今後広域からのアクセス向上を図

る上で、時間短縮を図る必要があるた

め、大阪湾岸道路のランプ/港島トン

ネル出口/神戸大橋出口から神戸空港

連絡橋に至る区間のバイパス道路整

備を盛り込んでほしい。 

神戸空港から市街地へ至る交通ネ

ットワークの強化は重要であると考

えており、今後、必要な検討は進めて

いきます。 

クルーズ 

６ 

●第４突堤のフェリーターミナル建

て替え 

第４突堤のフェリーターミナルは

神戸港の顔であり、現状の老朽化した

ターミナルは街の玄関口として不十

分であり、空港までの鉄軌道整備・新

港地区の再開発との整合性をとりな

がら、建て替え計画を早期に具体化す

べきと考えます。 

クルーズ施策については、感染症対

策に配慮しつつ、プレミアム・ラグジ

ュアリー船による瀬戸内クルーズや

国際クルーズ、神戸発着クルーズの誘

致やFly＆Cruiseによる広域からの交

流人口の拡大を進めていきます。 

なお、概ね 20 年先を見据えた将来

像としては、商業・集客機能等を複合

的に取り入れたクルーズターミナル

の導入を目指しています。 

 

（４）その他 １件 

No. 意見の概要 意見に対する市の考え方 

１ 

●ポートアイランド・六甲アイランド

の住宅再編 

ポートアイランド・六甲アイランド

は老朽化した住宅が多く、神戸の玄関

口としてみすぼらしい光景が広がっ

ています。現状、都心でのタワーマン

ション新設を規制していますが、その

受け皿としてポートアイランド・六甲

アイランドにタワーマンション新設

を推進・誘導してはどうか。 

人口減少や流出が課題となる中、居

住機能を有するポートアイランドや

六甲アイランドにおいても、引き続き

様々な観点から検討が必要と考えて

います。 

 

４．今後のスケジュール（予定） 

令和４年 10 月 19 日の本委員会で報告した神戸港中期計画（案）を神戸港中期計画と

して、令和４年 12 月に公表。 









土地利用の検討

六甲アイランド南

六甲アイランド

東部工区

摩耶ふ頭

新港東ふ頭

兵庫ふ頭

ポートアイランド

ポートアイランド第2期

神戸空港島

兵庫運河

コンテナターミナル
の一体利用

複合ターミナル形成

物流施設の
再編・高度化

コンテナターミナル
の一体利用

須磨海岸エリア

HAT神戸 港
湾
幹
線
道
路

(H
HW)

港湾・産業

ゾーニング【港湾 ・ 産業】

効率的なターミナル利用・運営
物流施設の再編・高度化等
（うち、　　老朽倉庫等の更新・高度化への促進）
新たな事業用地の確保
多様な海上輸送モードの充実（複合ターミナル形成）
重量貨物等の取扱い機能強化（在来バース）
CNP形成（港湾オペレーションの脱炭素化、
　水素等の次世代エネルギー利活用など）
ブルーカーボン
フェリー拠点
船溜まり機能の再編

新たなロジスティクスターミナル形成のイメージ

ゲート前混雑の解消
（CONPASの導入）

「ヒト支援するAI
ターミナル」の実現

港湾オペレーション
の脱炭素化

水素等の次世代エネ
ルギーの利活用

高付加価値化

複合ターミナル

4

フェニックス事業

大阪
湾岸

道路
西伸

部

六甲アイランドフェリーターミナル

5 6

三宮フェリー
ターミナル



兵庫ふ頭

須磨海岸エリアの再整備

須磨海浜水族園等再整備

兵庫運河周辺の活性化

港湾
幹線
道路

(HHW)

六甲アイランド南

六甲アイランド

東部工区

摩耶ふ頭

新港東ふ頭

兵庫ふ頭

ポートアイランド

ポートアイランド第2期

神戸空港島

兵庫運河

須磨海岸エリア

HAT神戸

にぎわい・都市

ゾーニング【にぎわい ・ 都市】

WF等の再開発、再整備
港湾環境の再整備

海上交通拠点

中突堤周辺地区 京橋地区

新港突堤西地区

WF再開発（事業中）
WF再開発（予定）
WF再開発（供用）
船溜まり機能の再編

水域活用
回遊性向上
クルーズ拠点
海上交通拠点

阪神高速
京橋ランプ

阪神高速大規模更新事業

都心・ウォーターフロントの将来イメージ

新たな公共交通など
の導入イメージ

5

なぎさ公園

しおさい公園

須磨ヨットハーバー

中突堤中央ビル

ポートタワー
メリケンパーク

ハーバーランド
中突堤旅客
ターミナル

マリンパーク

第1突堤 第2突堤 第3突堤

第4突堤

ポートターミナル

神戸三宮フェリー
ターミナル

大阪
湾岸

道路
西伸

部

7 8

都心・ウォーターフロントエリア

都心・ウォーターフロントの再整備




















